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今月の さん
小松市白江町の会社事務所に「今月の輝きさん」を
訪ねました。

－あなたの会社について教えてください。
弊社は、昭和24年創業、昭和37年設立で、主な業
務は土木工事や建築工事における現場の施工管理等を
担い、防災工事や災害復旧、社会インフラの整備構築
などを行っています。私は、土木部に所属し、現在、「手
取川災害復旧工事現場」で現場監督として頑張ってい
ます。

－建設業を選んだ理由、入社の動機等について教えて
ください。
父が建設業を営んでおり、重機を操縦する姿が格好
良くて幼いころから憧れていました。その影響もあっ
てか、私自身「地図に残るものづくりの仕事に就きた
い。」と思うようになり、高校を卒業後、県外の専門
学校に進み、土木科で2年間、測量科で2年間学び、父
が勧めてくれた丸西組に入社しました。

－これまでで思い出に残る現場、苦労した現場はあり
ますか？
入社後、初めての「片山津消波ブロック製作据付工

事現場」が特に印象に残っています。普段、何気なく見ていた消波ブロックにも海岸を波から守る大事な
役割があり、私たちが日々安全に生活できるのも土木の仕事があってこそだと再認識できました。また、
上司や先輩方が、右も左も分からない状態の私に色々と優しく教えてくださったことから、とても勉強に
なった現場でした。

－仕事の苦労や、やりがいを感じるのはどのようなときですか？
現場監督の業務で、測量作業や丁張を掛ける際に数値を計算するのですが、恥ずかしながら数学があま
り得意でない私は毎回苦戦しています。しかし、数値に間違いなく施工が完了したときは、達成感ややり
がいを感じます。現場では、何事に対しても確認を徹底し、安全第一で業務に取り組んでいます。

－将来の夢、目標は？
当面は、土木施工管理技士1級・2級の合格が目標です。それ以外にも重機の操縦など様々な資格を取

得して、一日でも早く立派な現場監督となり丸西組に貢献できるよう頑張ります。

－休日はどのように過ごしていますか？
土曜・日曜にしっかり休みがとれるので、友人と買い物や食事に行ったり、天気が良い日は車内で音楽
を聴きながら隣県などにドライブに出かけています。

－最後に建設業を目指す後輩たちに一言。
始めはいわゆる3Kへの不安がありましたが、実際に勤めてみると、給与が良い、希望が持てる、休暇
がとれる環境だと感じています。土木の仕事は、成果として構造物が出来上がり、施工の進捗が目に見え
ることから、「ここまで頑張ったな。」と、とてもやりがいが感じられる仕事です。是非一緒に建設業で働
きましょう。
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けんせつ一番星☆
今月放送

6月25日（火）
「-Sunset Express-MOVE」

毎月第4火曜日 18 : 00～18 : 05
エフエム石川で毎回、建設業界で働く業界のホープ「けんせつ一番星☆」の方に

インタビューし建設業界の魅力や仕事への意気込みなどに迫ります。
是非お聞きください。
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